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12月4～5日に5県(広島、山口、島根、高知、大分)が松江市に集まり、農

業経営や地域活性化を話し合う集落営農法人サミットを開催しました。サ

ミットには集落営農法人や行政、ＪＡ関係者を含め約200名が出席し、本県

からは10法人16名(事務局含む)が参加しました。

今回のサミットは、平成30年度からの水田政策の転換に伴い、「集落営

農が地域を守り続けるために」をテーマに事例発表、パネルディスカッ

ションが行われました。

事例発表は高知県、島根県が行い、多角化経営(園芸品目への取組み)や

集落営農組織による地域貢献の取組みが紹介されました。

高知県の事例では地域の行事を復活させ、世代・集落を越えた交流を進

め地域と共に発展することを目指していました。

１．５県サミット開催 中山間地域を元気にしよう！！

２．法人の加工品等を法人会がPR
会員のホームページにリンクさせます

３．法人経営のノウハウを学ぶ
～経営能力向上研修会の開催 案内～

４. 「JA新春農機フェア２０１８」のご案内
２月７日(水)・８日(木) 於; 大分スポーツ公園 Ｈ駐車場

特 集

第5回 ５県集落営農法人等連絡協議会サミット開催 中山間地域を元気にしよう！！

パネルディスカッションではテーマに沿って5県の代表から現状報告が行われ、「集落営農の問題は人」と焦点を

絞り意見交換を行いました。「人がいない」、「若い人がいても営農に参加しない」等の現状に対して、「給与制に

より地域外から募集」、「営農参加のチラシを作成」、「女性の参画」等の取組み事例が報告されました。これらの

意見交換を受けて、集落営農組織は「何か楽しいことをしている」ことを発信し、「地域づくりを行う一つの器であ

る」ことを皆で認識しようとのまとめになりました。

また各県のＪＡグループから集落営農法人への支援策の報告が行われるとともに、全国農業協同組合中央会馬場参

事より集落営農法人の全国ネットワークの立上げを検討していることが報告されました。

2日目は出雲市斐川町及び(農)ひむろの里の取組みについて視察を行いました。行政とＪＡの連携により圃場整備

法人会会員の皆さま、

あけましておめでとうございます。

いよいよ水田農業改革の幕開けの年が始まりました。

昨年は、日照りあり、水害ありと、まさに自然が行う様に対する対応力の限界を

感じた年でした。

さて、今年はどんな年になるでしょうか。

本年、２０１８年が各法人にとって

佳い年となりますようご祈念いたします。



昨年更新した法人会のホームページ、もうご覧になりましたか。

今回更新したホームページは、手軽に事務局が更新できるようにした

のが特徴です。改めて会員の取り組みを調べてみると、園芸品目や加工

事業への取り組みも見られます。特に昨年からのＪＡグループ大分の応

援事業（助成制度）で「農産物加工支援事業」（裏面）があることから、

最近、加工事業への問い合わせが多くなっています。しかし、加工事業

の最大のポイントは「販売先の確保」で、製品作りの初期から販売先の

目途を立てておく必要がありますが、より多くの販売を実現するために

は自らの広報も大切となります。法人会では既に自社でホームページを

開設している会員に対して、無償でリンクを張ることにより会員が製造

している加工品等を紹介していくこととしました。

既に自社でホームページを開設している会員は、ご連絡ください！！

★問合せ先 法人会事務局(県域担い手サポートセンター)

℡ ０９７－５７４－８９７１

法人の加工品等を法人会がPR 会員制作のホームページにリンクさせます

経営能力向上研修会 第55回農林水産祭天皇杯授賞の経営者から学ぶ「担い手対策」

集落営農法人設立の経過年数とともに構成員の高齢化・後継者不足が課題となっています。法人として経営の

継続を目指すためには、新たな人材確保・育成を図り規模拡大や経営の多角化等による経営力の向上が必要にな

ります。

そこで、先進的な農業経営者の事例を学ぶことにより、経営能力の向上を目的とした研修会を今月の２６日

（金）に開催します。

今回の研修講師は、第５５回農林水産祭天皇賞を受賞した鍋八農産の代表取締役 八木輝治氏から、人材確保・

育成のポイントを学ぶ予定です。

鍋八農産では、農地をＩＣＴで一元管理し、水田の圃場管理はもとより作業者、工程、納期などを集めた作業

データベースで効率的に農作業も管理し、若い担い手との作業コミュニケーションツールとして成果を出してい

ます。また、女性の働く場を設ける為、米の加工品（下記）にも取り組んでおり、髙付加価値農業を実現してい

ます。

★参加申し込みは、１月１９日（金）まで



後日、ＪＡ職員が訪問します。

大分県集落営農法人会ＨＰアドレス→→→ www.syuurakueinou.oita.jp/

今年は戌年。十二支のうち11番目に当たることから、季節でいうと晩秋に例えられるため、これまで

の努力が報われ「結実」を表す年と言われています。また、再来年からは再び新しい十二支が始まるこ

とから、これからを考えて種を蒔き始める年とも言われています。

新たな水田農業改革が始まった本年、これまで準備をしてきた法人にとっては成果が試される年とな

るでしょうし、まだの法人にとっては、将来に向かってどのような種を蒔くか考える年にしていかなけ

ればなりません。

事務局として、そんな会員のお役に立てるよう、働きかけをしていきたいと思いますので、今年もど

うぞよろしくお願いいたします。

事務局一同

法人会のホームページをリニューアルしています (^_-)-☆
昨年、法人会のホームページをリニューアルしました。 一度、ご覧になってください。

また、皆さんからの記事の投稿も募集しています。(写真と数行の内容を頂ければ、取材に伺います。)

編 集 後 記

ＪＡ新春農機具フェア２０１８開催 ！！ 平成３０年2月7日・8日

ご協力ください。農機具低価格を実現するための共同購入要望調査 （別添資料）

協同組合ならではの取り組みである『共同購入』に結集し

て、トラクターの低価格を実現するための要望調査に協力し

てください。

これは、ＪＡ自己改革の一環で全農が取り組んでいる事業

で、Ｈ29年11月5日の農業新聞で紹介されました。

低価格を実現するポイントは【共同購入】です。

そのため、今月から2月末にかけて要望調査を実施します。3

年以内に６０馬力のトラクターを購入予定の会員は、要望調

査にお答えください。

「購入予定台数が多くなればそれだけ価格は下げられます。

従って、購入価格は購入予定台数がまとまらないと示せませ

んので、そこは、ご理解ください。（全農弁）」

今年もやってきました新春恒例の『ＪＡ新春農機具フェ

ア』が2月上旬、2日間の日程で大分スポーツ公園で開催さ

れます。

今回もトラクター、田植え機、コンバインから各種農機

具、さらに経費削減策として会員から好評を博している

「農機具のセルフメンテナンス講習」も開催されます。

会員には、「会員だけの粗品」も準備していますので、

構成員を含めて多くの方の参加をお待ちしています。

⇒ 写真は2017年2月８日の様子




